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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜ソーシャルワーク室より情報提供＞

· 森田　清助様～本日、本人から電話相談あり。「風邪をひいて鹿内内科に行き、2日間で6000円も
　　　　　　　かかった。手持ちのお金がないため、困っている」とのこと。柳澤ＳＷより「銀行
　　　　　　　に預金しているお金をおろしてきてはどうか」とアドバイスしたところ、本人も納
　　　　　　　得していたとのこと。

＜連絡事項＞

· 本日、16：00から食事サービス管理委員会あり。出席者は猿ヶ澤。

· 今月25日10：00～、現在当院西病棟入院中のホリウチ　タイコ様がデイケア見学予定。

＜就労前準備段階プログラム進行状況報告＞

· 希望者全員と面談を行い、職業生活準備チェックを実施。現在の生活状況、病状などをふまえ、最終的な参加メンバーを決定。
参加メンバー：田名部一樹様、関秀治様、大久保康弘様、中村鶴子様

· 本日プログラム第2回目を実施。
【内容】ビデオ学習「精神障害者の雇用の実情について」
　　　　メンバー各々の職業生活準備チェックの振り返り
　　　　「自分の出来ているところ・これからの課題点」の発表
　　　　個人ノート（目標、反省点を記載する用紙）の活用方法の説明
【参加メンバーの様子】
　　　　ほどよい緊張感があり、プログラム（50分）中、すべてのメンバーが集中して取り組め
　　　　ていた。田名部様は正しい姿勢を維持することができず崩れてしまうため、何度か声をか
　　　　けて注意する必要があった。

＜定期通所困難者対応検討＞

○麦沢　守様（30）　統合失調症　　デイケア利用
　先月は何度か来所していたが、今月はほとんど来ていない。本人は来られない理由として以前「自
　宅（種市）から来る手段がない。電車だとお金がかかるし、母が家を出る時間に起きられず、車に
　乗せてきてもらえない」と話していた。
　〔今後の対応〕

　次回受診時、デイケアスタッフと話し合い、通所困難理由について確認する。また、本人が自宅へ
の電話連絡を拒否する理由についても聞き、今後のデイケア利用への本人の意向を確認する。

○鈴木　茂子様（50）　統合失調症　デイケア利用
前回外来受診の際、主治医に「デイケアをやめたい」と意向を伝え、主治医からも「生活リズムを維持していけるのであればやめても良い。しかし、生活リズムが崩れるようであれば再度利用するように」と話があったとのこと。
〔今後の対応〕
次回受診時、デイケアスタッフと面談し、デイケア利用についての本人の意向を再度確認する。本人の「やめたい」という思いが変わらないのであれば、登録解除とする。

○下村　藤江様（54）　アルコール依存症　デイケア利用

腰痛や他科受診を理由に休みがちである。今週は「就労前準備段階プログラム」に関心があるため
か出席する日が多いが、そのプログラムの対象者とはならなかったことに対し「じゃあ今日はヤケ酒だ」などと話すこともある。
〔今後の対応〕
「就労前準備段階プログラム」での職業生活準備チェックでは、デイケアに規則正しく通所できていないこと、対人面では他人を傷つけてしまうような発言があることを自分の問題点として挙げていた。デイケアへの定期的通所の動機付けとして、本人の「痩せたい」という希望を面談時に取り上げ、職員と一緒に表を作るなどして継続的な運動を行えるよう支援する。


○坂本　房子様（31）　統合失調症　デイケア利用

毎週火曜日が通所日となっているが、通所継続できていない。以前、外来受診後にデイケアスタッ
フから誘った際はデイケアへ来ることがあったが、最近は「幻聴・幻覚があるから」といった理由
で休みがちである。隔週火曜日の外来受診には来ている。

〔今後の対応〕

外来受診で病院へ来た際は、デイケアスタッフから声をかけ、利用を促す。

○北嶋　剛様（44）　統合失調症　デイケア利用

本日、通所予定日であったが、昨日「腰痛がひどくてとても行けそうにない」と電話連絡があった。

スタッフから「一晩安静にして様子を見てください」と伝えるが、本日朝「やっぱり今日は行けな
い」と連絡があり、欠席。

〔今後の対応〕
来所した際は職員への話し掛けなどが多いため、交流を持つようにする。しかし、虚言壁のようなものがあるため、本人の話すことを鵜呑みにせず、振り回されないよう注意が必要。


○山田　健次様（70）　統合失調症　ナイトケア利用
　膝関節痛を理由に休むことが多い。日中は作業所に通っており、田面木方面には来ているのだが、「夜　遅くなるとバスがない、恐い」と話していることもあり、ナイトケアは休みがちである。また、自宅では入浴できず、2週間に1度、近くの銭湯に行っているとのことで、体臭が気になる。
　〔今後の対応〕
　本人と面談し、ナイトケア利用についての意向等を確認する。また、ナイトケアでの入浴を促す。




















































